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Crataegus cuneata　サンザシ
Crataegus pinnatifida　オオミサンザシ
バラ科　落葉低木

日本には享保のはじめに朝鮮半島経由で渡来し、その
当時、国産奨励に意を注いでいた八代将軍吉宗により、
薬用植物として各地の御薬園(おやくえん、＝薬用植物園)
で栽培されたといわれている。

基　　原

Crataegus cuneata　サンザシ … 中国中南部　 
Crataegus pinnatifida　オオミサンザシ … 中国東北部
から北部、朝鮮半島、アムール、ウスリーなど

産　　地

主な薬効 山査肉には抗菌作用があり、山査子には血管拡張、降圧作用のほか、配糖体に強心作用があるといわれて
いる。消化、鎮静、整腸、健胃などに有効とされ、胃腸カタル、胃拡張、二日酔い、食中毒などに用いら
れるほか、漆かぶれに外用することもある。

1304　サンザシ（山査子）

サンザシ（山査子）

Crataegus ： ギリシャ語の「力、強い」(kratos)＋「持つ」
(agein)に由来し、樹の質がかたいことにちなむ。
cuneata ： 「cuneatus＝くさび形の」という意味。

和名のサンザシは山査子を音読みしたもので、「子」は元来
果実のことを指している。
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薬用部分 偽果
完熟果実を乾燥したものを用いる。核を除いたものは
山査肉（サンザニク）という。

カショクヨウヒトウ
胃腸の弱いもので食欲がなく、みぞおちがつかえ、疲れやすく、貧血性で手足が冷えやすいものの次の諸症：
胃炎、胃アトニー、胃下垂、消化不良、食欲不振、胃痛、嘔吐
（処方内容）　人参／朮／茯苓／半夏／陳皮／大棗／神麹／麦芽／山査子／縮砂／乾生姜／甘草

【化食養脾湯】

代表的処方 漢方では、健胃、消化、整腸薬として消化不良、食欲不振、下痢などに用いる。

【加味平胃散】 カミヘイイサン
胃がもたれる傾向のあるものの次の諸症：　食欲不振、胃アトニー
（処方内容）　朮／厚朴／陳皮／甘草／生姜／大棗／神麹／麦芽／山査子

主な成分 フラボノイドのクエルセチン、タンニンのクロロゲン酸、
トリテルペンのオレアノール酸、フェノールカルボン酸の
カフェ酸のほか、ビタミンB2、ビタミンC、色素カロチン
などを含む。


